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る大きな役割の 一つは、議論の交通整理を行ってより実りある論争を吋能にす  
ることではなかろうか。以ドはそうした交通整理の・つの試みである。  











































































































という点を十分理解せずに行われているように思われる。   
われわれがある人について「死んだ」と判断するときには、その判断がドさ  
れるまではその人に対してしてはならなかったようなこと－たとえば葬式をす  










































「臓器移植法秦」をめぐって   
さて、脳死臨調に対する批判の主な点は以上の通りだが、こうした問題点と、  
今度提出された臓器移植法塞がどのような関係になっているかを検討してみよ  

















－51－   
日がたっているのだから議論の深まりがあってもよいのだが、問題は、どうい  





























－52－   
判断に踏み込んで、どこに行き違いがあったかを確認する作業が行われてしか  
るべきなのではないだろうか。  
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